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第 3 章では、干渉による伝送品質劣化の改善を目的として、耐干渉復号を適用した低速 FH/16QAM 通信方式を
提案しているo 計算機シミュレーション結果から、周波数ホッピングにより誤り訂正能力が増大すること、低速度の
移動局に対してフェージングによる特性の劣化が少ないこと等を明らかにしている o
第 4 章では、低速 FH/16QAM 通信方式の実証実験を目的とした試作装置の概要と、室内実験及び野外実験の結
果について述べ、伝送品質特性を明らかにしているo その結果、耐干渉復号の効果により伝送品質が改善されること、
車速依存性の小さい誤り訂正効果が得られることを明らかにしているo





















(3) 無線伝送路のフェージング状況に応じて変調パラメータを適応的に可変とし、伝送効率の向上を目指す QAM 適
応変調方式について、変調パラメータの高速かっ正確な制御を可能とするシステム設計法を考案し、室内実験なら
びに計算機シミュレーションによりその有効性を明らかにしている D
(4) 周波数選択性フェージングに強いマルチキャリア方式の高速化と高品質伝送の実現を目的として、伝搬路の状況
に応じてサブキ~リアの変調多値数を適応的に可変とするマルチキャリア QAM 多値数可変型適応変調方式を提案
し、その有効性を明らかにしている。
以上のように、本論文は、陸上移動通信における QAM 方式による多値伝送と伝送品質改善に関する多くの知見を
得ており、通信工学の発展に寄与するところが大きし、。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める o
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